裁判長への手紙（訴え）について

１　この裁判では、開の水を長年飲み続けている私たち住民の気持ちを、裁判長に率直に伝えることがとても大事なことだそうです。すでに２０人の方に書いて頂き、弁護士を通じて裁判長に提出しています。当面５０人を目標にしています。（11月23日をメド）

２　知人・友人への手紙のつもりで、構えずに書いて下さい。

内容は、①いつから、この水を飲んでいるのか　②どのように大切に思っているかなど③できれば年令　④名前と住所　⑤押印

４　３人の方の手紙（訴え）をご本人の了解を得てお知らせします。

　参考にしていただき、出来るだけ多くの方が書いて下さい。

５　書く順序や内容の参考例

　①　宛先　裁判長様

　②　本文　この水（地下水）を大切に思っている気持ち、災害時に如何に大事か、宇治市への不信や怒り等を。

　③　日付　平成でも西暦でもかまいません。

4 住所（番地まで）　宇治市・・・・

5 名前（できれば年令）と押印

以下は、２０人の方の手紙を参考にしたひな形（例文）です。

· 私は昭和○○年○月から開町に住んでいます。戦中戦後を通じてこの水をいただいております。

· 私は１５年前にこの地に引っ越してきて、水が美味しいことに驚きました。以前は浄水器をつけないと飲めなかったからです。尋ねてきた友人たちも、ここの水道はどうなっているのと不思議がるほどです。

· 子供達が大きくなってきて、少し広い所へ引っ越すことも考えましたが、水が良いので、ここで建替えすることにしました。

・ ４０数年間この水をいただき、今も元気に暮らしています。お茶もおいしいですし、お花も長持ちします。夏は冷たく、冬は暖かいこの水を、孫達もとても喜んで飲んでくれます。

· 阪神淡路大震災を経験した私は、井戸水がいかに大切かを、身をもって知っております。宝塚市など被災した市は、その後井戸を見直し、住民と協力して活用する施策を行っています

· 数年前に、宇治市で水道管の本管が破裂する事故がありました。

一週間も水が来なくて困った方々もおられました。この時、ご近所の方に水を持って行き、大変喜んで頂きました。

日本は地震大国です、いつまた地震が来るかもしれません。そのとき真っ先に必要になるのは水です。

　　　私は、開の水はご神水だと思っております。開の水は近くにある栗隈山（神明神社）の地下水だからです。

